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　三・山城小川谷　道路改良工事
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施工延長　L = 5 8 . 6 m

実施設計図面

縦断図 V= 1: 1 00 , H= 1: 5 00
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C M
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末端円弧位置投影

L= 1 6 . 5 6 2

L = 2 0 . 7 1 6
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1 : 1 . 5

1 . 5 0 0 %

1 :
1 .

8

E L = 1 7 3 . 0 3 1

E L = 1 6 5 . 0 0 0

L =70 00

L =60 00

L= 5000

1
:
0
.
51
:
0
.
5

1
:
0
.
2

1
:
0
.
3

E L = 1 6 2 . 0 0 0

1:3
.3

1
:
0
.
6

区　　 分 土　質
数　量

左 右

法
　

面
　

整
　

形

盛

土

切

土

バック ホウ
機械整形

(本体同時施工 )

機械整形

(一次整形)
軟 　岩

中硬岩 以上

区　　 分

アスファルト舗装取壊し

コンク リート 取壊 し

撤
去
工

数　量

区　　分 土　質 施工幅
数　量

左 右

片切掘削

W＜ 5 . 0 m

土　砂

オープン掘削

W≧ 5 . 0 m

土　砂

床　掘
機
　

械
　

土
　

工

土　砂

軟　岩

埋　戻

土　砂

〃

W 2≧ 4 . 0 m

W 1≧ 4 m  W 2＜ 1 m

1 . 0≦ W 1 ＜ 4 . 0 m

W 2＜ 1 . 0 m

路　

床

路　

体

盛 土

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 5 . 0 m

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 2 . 5 m

W 1＜ 1 m  W 2＜ 1 m

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

軟　岩
W≧ 5 . 0 m

軟　岩

軟　岩

-

W＜ 2 . 5 m

数　量

左 右

再生密粒度アスコン

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

種 別

無筋

-

-

-

-

-

-

-

2 . 1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1 6 . 6

6 . 1

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

- -

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

路

肩

W≧ 4 . 0 m

W＜ 1 . 0 m

土　砂

〃

- -

工　 　種

強

工

土

壁

補 

数　量

基盤排水層

吸出し防止材

補強土壁盛土 m3

単位

m2

m 3

-

区　　分 規　　格

車

道
舗
装

路

肩
舗

装

表　　層

上層路盤

下層路盤

表　　層

上層路盤

再生粒調砕石

再生粒調砕石

- -

-

1 4 . 6

-

-

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-

- -

実施設計図面

横断図（3）

NO. 51

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号1:1 00

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/6 22

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事

横断図（3） S= 1 :1 00

F H = 1 7 8 . 0 8 3

G H = 1 7 0 . 4 4 9

N O . 5 1

測　　点 NO.51

区　　分 数　　量

掘削（土砂）

掘削（軟岩）

床堀（土砂）

床堀（軟岩）

埋戻

補強土壁盛土 16.9 m2

基盤排水層 3.9 m2

吸出し防止材

盛土 3.2 m2
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DL=155.000

注：現況地盤線は、平面図よりペーロケで作成。

H.W.L=158.554

L=25.852

L=25.247

1:1.5

1.862% 1.862%

1:1
.8

1:
1.8

EL=170.65

EL=173.002

1:
0.
5

1:
0.
5

1:0
.2

1:0.3

L=9000

L=8000

L=6000

EL=162.750

L=7000
1:0.6

EL=159.750

1:1.5

7.675036

区　　 分 土　質
数　量

左 右

法
　

面
　

整
　

形

盛

土

切

土

バック ホウ
機械整形

(本体同時施工 )

機械整形

(一次整形)
軟 　岩

中硬岩 以上

区　　 分

アスファルト舗装取壊し

コンク リート 取壊 し

撤
去
工

数　量

区　　分 土　質 施工幅
数　量

左 右

片切掘削

W＜ 5 . 0 m

土　砂

オープン掘削

W≧ 5 . 0 m

土　砂

床　掘
機
　

械
　

土
　

工

土　砂

軟　岩

埋　戻

土　砂

〃

W 2≧ 4 . 0 m

W 1≧ 4 m  W 2＜ 1 m

1 . 0≦ W 1 ＜ 4 . 0 m

W 2＜ 1 . 0 m

路　

床

路　

体

盛 土

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 5 . 0 m

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 2 . 5 m

W 1＜ 1 m  W 2＜ 1 m

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

軟　岩
W≧ 5 . 0 m

軟　岩

軟　岩

-

W＜ 2 . 5 m

数　量

左 右

再生密粒度アスコン

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

種 別

無筋

-

-

-

-

-

-

-

4 . 7

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1 9 . 1

1 3 . 3

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

- -

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

路

肩

W≧ 4 . 0 m

W＜ 1 . 0 m

土　砂

〃

- -

工　 　種

強

工

土

壁

補 

数　量

基盤排水層

吸出し防止材

補強土壁盛土 m3

単位

m2

m 3

-

区　　分 規　　格

車

道
舗
装

路

肩
舗

装

表　　層

上層路盤

下層路盤

表　　層

上層路盤

再生粒調砕石

再生粒調砕石

- -

-

4 4 . 1

-

-

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-

- -

実施設計図面

横断図（4）

NO.51+5.000

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号1:100

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/7 22

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事

横断図（4） S=1:100

FH=178.067

GH=168.150

NO.51+5.000

1 7 2 . 5 7 2

測　　点 NO.51+5.000

区　　分 数　　量

掘削（土砂）

掘削（軟岩）

床堀（土砂）

床堀（軟岩）

埋戻 3.0 m2

補強土壁盛土 36.6 m2

基盤排水層 3.9 m2

吸出し防止材

盛土 29.4 m2
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D L = 1 5 0 . 0 0 0

露岩

転石

露岩

露岩

AS
R

L 3 6

0
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2

3

4

5

ＣM

Ｄ
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間詰コンクリート

L= 2 8 . 1 1 0

L = 2 8 . 5 0 8

2 . 7 5 4 %2.7 54%

1 : 1 . 5

E L = 1 7 2 . 9 5 4

E L = 1 7 0 . 6 5 6

1 :
1 .

8

1 :
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8

i=1/7

E L = 1 6 6 . 3 5 6

L= 900 0

L =80 00

L =60 00

L =50 00
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1
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0
.
6

余裕高

越流水深
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i = 1 / 1 2 2

1
:
0
.
21

:
0
.
5

E L = 1 6 4 . 7 2 5

E L = 1 6 0 . 3 3 5

E L = 1 6 1 . 2 0 7

J -2

E L = 1 5 9 . 4 7 7

i=1/7

J-1

ブロック積擁壁(右岸側)

ブロック積擁壁(左岸側)

ブロック積擁壁(右岸側)

ブロック積擁壁(左岸側)

1
:
0
.
5

翼壁

端止コンクリート

2号小口止 1号小口止

EL = 1 5 9 . 7 5 0

1
:
0
.
3

すべり止工 1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

すべり止工

区 　　分 土　質
数　量

左 右

法
　

面
　

整
　

形

盛

土

切

土

バッ クホウ
機械整形

(本体同時施工 )

機械整形

(一次整形)
軟　 岩

中硬岩以上

区　 　分

アス ファル ト舗装取壊し

コンクリー ト取壊し

撤
去
工

数　量

区　　分 土　質 施工幅
数　量

左 右

片切掘削

W＜ 5 . 0 m

土　砂

オープン掘削

W≧ 5 . 0 m

土　砂

床　掘
機
　

械
　

土
　

工

土　砂

軟　岩

埋　戻

土　砂

〃

W 2≧ 4 . 0 m

W 1≧ 4 m  W 2＜1 m

1 . 0≦ W 1＜ 4 . 0 m

W 2＜ 1 . 0 m

路　

床

路　

体

盛 土

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 5 . 0 m

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 2 . 5 m

W 1＜ 1 m  W 2＜1 m

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

軟　岩
W≧ 5 . 0 m

軟　岩

軟　岩

-

W＜ 2 . 5 m

数　量

左 右

再生密粒度アスコン

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

種 別

無 筋

-

-

-

-

-

-

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

土砂 (上段 )

土砂 (下段)

- -

土砂 (上段 )

土砂 (下段)

路

肩

W≧ 4 . 0 m

W＜1 . 0 m

土　砂

〃

- -

工 　　種

強

工

土

壁

補 

数　量

基盤 排水 層

吸出 し防 止材

補強 土壁 盛土 m3

単 位

m2

m3

-

区　　分 規　　格

車
道

舗
装

路
肩

舗
装

表　　層

上層路盤

下層路盤

表　　層

上層路盤

再生粒調砕石

再生粒調砕石

- -

-

7 1 . 4

-

-

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-

- -

-

-

実施設計図面

横断図（5）

NO.5 1+1 0.0 00

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号1:1 00

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/8 22

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事

横断図（5） S= 1 :1 00

F H = 1 7 8 . 0 5 0

G H = 1 6 5 . 7 0 2

N O . 5 1 + 1 0 . 0 0 0

1 : 1 . 5

1 : 1 . 5

1 7 2 . 5 7 2

測　　点 NO.51+10.000

区　　分 数　　量

掘削（土砂）

掘削（軟岩）

床堀（土砂）

床堀（軟岩）

埋戻

補強土壁盛土 39.3 m2

基盤排水層 3.9 m2

吸出し防止材

盛土 29.6 m2
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DL=155.000

注：現況地盤線は、平面図よりペーロケで作成。

H.W.L=158.563

L=30.192

L=28.535

1:1.5

3.647% 3.647%

1:1
.8

1:1
.8

EL=170.65

EL=172.905

EL=162.000

L=9000

L=8000

L=7000

L=6000

1:
0.
5

1:
0.
5

1
:0.21:0.3

EL=159.000

(1:0.5)

1:
0.
5

区　　 分 土　質
数　量

左 右

法
　

面
　

整
　

形

盛

土

切

土

バック ホウ
機械整形

(本体同時施工 )

機械整形

(一次整形)
軟 　岩

中硬岩 以上

区　　 分

アスファルト舗装取壊し

コンク リート 取壊 し

撤
去
工

数　量

区　　分 土　質 施工幅
数　量

左 右

片切掘削

W＜ 5 . 0 m

土　砂

オープン掘削

W≧ 5 . 0 m

土　砂

床　掘
機
　

械
　

土
　

工

土　砂

軟　岩

埋　戻

土　砂

〃

W 2≧ 4 . 0 m

W 1≧ 4 m  W 2＜ 1 m

1 . 0≦ W 1 ＜ 4 . 0 m

W 2＜ 1 . 0 m

路　

床

路　

体

盛 土

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 5 . 0 m

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 2 . 5 m

W 1＜ 1 m  W 2＜ 1 m

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

軟　岩
W≧ 5 . 0 m

軟　岩

軟　岩

-

W＜ 2 . 5 m

数　量

左 右

再生密粒度アスコン

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

種 別

無筋

-

-

-

-

-

-

- 0 . 6

-

-

-

-

-

-

-

-

-

- 5 . 5

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

- -

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

路

肩

W≧ 4 . 0 m

W＜ 1 . 0 m

土　砂

〃

- -

工　 　種

強

工

土

壁

補 

数　量

基盤排水層

吸出し防止材

補強土壁盛土 m3

単位

m2

m 3

-

区　　分 規　　格

車

道
舗
装

路

肩
舗

装

表　　層

上層路盤

下層路盤

表　　層

上層路盤

再生粒調砕石

再生粒調砕石

- -

-

7 4 . 2

-

-

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-

- -

-

-

実施設計図面

横断図（6）

NO.51+15.000

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号1:100

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/9 22

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事

FH=178.033

GH=163.400

NO.51+15.000

横断図（6） S=1:100

1 7 2 . 5 7 2

測　　点 NO.51+15.000

区　　分 数　　量

掘削（土砂）

掘削（軟岩）

床堀（土砂）

床堀（軟岩）
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補強土壁盛土 43.3 m2

基盤排水層 5.7 m2
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測　　点 NO.52
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掘削（軟岩）
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補強土壁盛土 43.3 m2

基盤排水層 6.5 m2
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D L = 1 5 5 . 0 0 0

注：現況地盤線は、平面図よりペーロケで作成。
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事業者名
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横断図（8） S= 1 :1 00

測　　点 NO.52+5.000

区　　分 数　　量

掘削（土砂）

掘削（軟岩）

床堀（土砂） 9.6 m2

床堀（軟岩） 2.8 m2

埋戻 3.4 m2

補強土壁盛土 44.8 m2

基盤排水層 5.7 m2
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区　　分 数　　量

掘削（土砂）

掘削（軟岩）
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注：現況地盤線は、平面図よりペーロケで作成。
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面
　

整
　

形

盛

土

切

土

バック ホウ
機械整形

(本体同時施工 )

機械整形

(一次整形)
軟 　岩

中硬岩 以上

区　　 分

アスファルト舗装取壊し

コンク リート 取壊 し

撤
去
工

数　量

区　　分 土　質 施工幅
数　量

左 右

片切掘削

W＜ 5 . 0 m

土　砂

オープン掘削

W≧ 5 . 0 m

土　砂

床　掘
機
　

械
　

土
　

工

土　砂

軟　岩

埋　戻

土　砂

〃

W 2≧ 4 . 0 m

W 1≧ 4 m  W 2＜ 1 m

1 . 0≦ W 1 ＜ 4 . 0 m

W 2＜ 1 . 0 m

路　

床

路　

体

盛 土

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 5 . 0 m

W≧ 4 . 0 m

2 . 5≦ W＜ 4 . 0 m

W＜ 2 . 5 m

W 1＜ 1 m  W 2＜ 1 m

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

〃

〃

土　砂

軟　岩
W≧ 5 . 0 m

軟　岩

軟　岩

-

W＜ 2 . 5 m

数　量

左 右

再生密粒度アスコン

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

種 別

無筋

-

-

-

-

-

-

-

0 . 2

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2 1 . 5

8 . 6

- -

-

-

-

-

-

-

-

-

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

- -

土砂 (上段 )

土砂 (下段 )

路

肩

W≧ 4 . 0 m

W＜ 1 . 0 m

土　砂

〃

- -

工　 　種

強

工

土

壁

補 

数　量

基盤排水層

吸出し防止材

補強土壁盛土 m3

単位

m2

m 3

-

区　　分 規　　格

車

道
舗
装

路

肩
舗

装

表　　層

上層路盤

下層路盤

表　　層

上層路盤

再生粒調砕石

再生粒調砕石

- -

-

1 0 . 4

-

-

- -

- -

- -

-

-

-

-

-

-

- -

実施設計図面

横断図（11）

NO .53

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号1:1 00

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/14 22

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事

F H = 1 7 7 . 9 5 0

G H = 1 7 4 . 3 4 3

N O . 5 3

横断図（11） S= 1 :1 00

測　　点 NO.53

区　　分 数　　量

掘削（土砂） 0.0 m2

掘削（軟岩） 0.0 m2

床堀（土砂） 21.5 m2

床堀（軟岩） 8.6 m2

埋戻 3.5 m2

補強土壁盛土 14.8 m2

基盤排水層 2.4 m2

吸出し防止材

盛土 1.4 m2

750

5 500

7 507 000

275 027 50

75075 0 1 500

90 00

7 500

5
0
0
0

4
4
8
0

4
0
4

4
8
8
4

9
8
8
4

1 7 1 2684 81



2.

現地盤及び掘削面に湧水（被圧地下水等）が確認できる場合3.

については、別途対策を検討すること。

的安定性（円弧すべり、沈下）について再照査を行うこと。

定外の地層分布を示す場合については、盛土全体における外

施工時に原地盤状況（地層分布、土質定数等）を確認し、想5.

1. 盛土材料は、次に示す〔Ａ1〕もしくは〔Ａ2〕材料を使用する

ことを原則とする。

技術者の判断によるものとする。

つ、大小粒が適度に混合して締固めのし易いもの。

m mふるい通過分中の細粒粉の含有量が2 5％以下、か

2 5 0 m mを越える大粒径のものを含まない硬岩ずりで7 5

細粒分（土粒子の粒径が7 5μｍ以下のもの）の含有量

が2 5％以下の土質材料。

〔Ａ2〕

〔Ａ1〕

頁岩、凝灰岩、片岩、等）を使用する場合は、専門

但し、スレーキングする可能性のある材料（泥岩、

表中の最大地盤反力度は設計区間の最大値を示すものであり、

施工時に基礎地盤の地耐力が設計値以上であるかの確認を行

うこと。

4. 施工時には、土質試験を行い盛土材料が設計条件を満足出来

ることを確認すること。

尚、設計条件を満足出来ない場合は、追加検討すること。

表記の区間距離（延長）については、平面図からの図測であり、施工時に確認すること。注記）1.

3 .

表記の展開図については、施工時に確認し、根入れ等の不足がないか照査すること。2.

表記の地盤改良計画については、想定した地層設置に基づいたものであり、施工時に原地盤状況を把握し、再確認すること。
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実施設計図面

設計壁高

コンクリートスキンの設計基準強度

補強土壁工　一般図

補強材の引張応力度(SS4 00)

地震時常　時

σck=30 N/m m2 以上

※1：補強土（テールアルメ）壁 マニュアル 4.3土・地盤の設計諸定数より

 γ=19 kN/ m3 ,φ=30°,C= 10k N/m 2

盛土材 土砂

補強材の引抜けに対する安全率

全体安定検討時 ※1

盛土材と補強材の摩擦係数

安全率及び許容応力度

ボルトのせん断応力度

適用指針 補強土(テールアルメ)壁工法

設計・施工マニュアル第4回改訂版

設計条件1（形状・応力等）

 γ=19 kN/ m3 ,φ=30°,C=  0k N/m 2

土質条件

内的・外的安定検討時

砂質土

Hmax＝10.9 4m（h＝10. 50m）

外的安定検討 kh=0 .07（補正係数ν=0.7）

全体安定検討（円弧すべり）

210N/ mm2

30 0N/ mm2

f =1. 5～tan 36°

設計水平震度 kh=0 .10内的安定検討

レベル1地震動（Ｉ種地盤）

重要度2

kh=0 .10

0.85（地域区分：B）

1.22. 0

1 40N /mm 2

2 00N /mm 2

*

地震動の影響 重要度区分

地震動の作用

地域別補正係数Cz

設計条件2（外的安定計算）

盛土直下

壁面直下

基礎地盤の性質 γ＝20kN/ m3 ,φ＝35°,ｃ＝100 kN/m 2

2 01k N/m 2

1 59k N/m 2

3 62k N/m 2

5 74k N/m 2

布基礎工

最大地盤反力度

重力式基礎工

最大地盤反力度

盛土直下

壁面直下

1.2 0滑動に対する 1.5 0

転倒に対する

支持力に対する

安全率
L/6

3.0 0

L/3

2.0 0

常　時

すべり破壊に対する 1.2 0

地震時

1.0 0

設計条件2（外的安定計算）

正面展開図 S=1 :20 0

平面図 S =1: 400 標準横断図 S= 1:2 00

補強土壁工　一般図
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/15 22

徳島県三好市山城町小川谷
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補強土壁工　詳細図（1）

135 0×730

135 0×750

135 0×148 0

135 0×150 0

150 0×730

D R・DLタイプ

CR・CLタイプ

BR・BLタイプ

AR・ALタイプ

Dタイプ

Cタイプ

Bタイプ

Aタイプ

150 0×750

150 0×150 0

150 0×148 0

壁面タイプ 寸　　法

壁面寸法表（標準壁面材） 単位：mm

壁面背面排水層

B B

Dタイプ

Cタイプ

Bタイプ

Aタイプ

Aタイプ

Aタイプ

Aタイプ

Aタイプ

DRタイプ

ARタイプ

ARタイプ

ARタイプ

BLタイプ

ALタイプ

ALタイプ

CLタイプ

Bタイプ

Aタイプ

Aタイプ

Cタイプ

Dタイプ

Aタイプ

Aタイプ

Aタイプ

（C-4 0 t =50 0）

A A

ストリップ

1 :
n

Wは法尻小段幅を示す。1.注記）

nは盛土勾配を示す。2.

ジベル芯

ストリップ

隙間なく突き合わせて背面側の中央部に設置すること。

水平目地材は、目地1箇所当たり2枚を標準とし、

(85×20×600 )

水平目地材

1.注記）

異形スキンの水平目地材は、L≦750m m の場合1枚とする。2.

ΔBはストリップの水平間隔を示す。1.注記）

目地用スキンの水平目地材は、1枚とする。3.

コンクリートスキン

(t= 140 )

透水防砂材

(4.0×420)

コネクティブ

コンクリートスキン

(t=14 0)

透水防砂材

(4. 0×42 0)

ジベル芯

C

C

A A

B B

笠コンクリート工 笠コンクリート工

コネクティブ

コンクリートスキン

(t=140 )

(8 5×20×600)

水平目地材
透水防砂材

(4. 0×42 0)

差し筋

ストリップ

透水防砂材

(4. 0×420 )

(85×20×600)

水平目地材

ジベル芯

コンクリートスキン

(t= 140 )

ストリップ

鉛直目地工目地工(t=2 0)

透水防砂材

(4.0×420)

透水防砂材

(4.0×420)

ジベル芯(位置)

コンクリートスキン

(t=1 40)

注  記

2. 各目地位置については展開図を参照とする。

Eは異形スキンを示す。

Mはコーナースキンを示す。

Pは差し筋(D13)付を示す。

1. 展開図の壁面材記号については、上表並びに以下を参照とする。

L、Rは袖なしスキンを示し、Lは左袖なし、Rは右袖なしスキンとする。

Kタイプ壁面材は、目地用スキンを示す。

Oタイプ壁面材は、孔開きスキンを示す。

基礎工

(布基礎)

基礎工

(布基礎)

基礎工

(布基礎)

ガセットプレート

ガセットプレート

ストリップ

長さによるストリップの組み合わせ等については、一般部と同様とする。

ストリップ

ボルト・ナット

(M12×40 )

コネクティブ

コンクリートスキン

(t=140 )

1.注記） L＜10.50ｍとなる場合は、連結用ストリップ(L1=6 .16 m)＋L2の組合せとする。

L≧10.50ｍとなる場合は、連結用ストリップ(L1=8 .16 m)＋L2の組合せとする。

一般部（L＜8 . 5 0 m） 一般部（L≧8 . 5 0 m）

連結用ストリップ

ガセットプレート設置部

注記） 1.

( 5.0×250×285)

( 5.0×250×285)

連結用ストリップ

（斜方向、補助）
ボルト・ナット

(M12×40)

ボルト・ナット

(M1 2×40 )

ボルト・ナット

(M1 2×40)
ボルト・ナット

(M12×40)

ボルト・ナット

(M1 2×40 )

コネクティブ コネクティブ

コネクティブ

コネクティブ コネクティブ

ストリップボルト・ナット

(M12×40)

ストリップ ストリップ

コンクリートスキン

(t= 140 )

コンクリートスキン

(t=1 40)

コンクリートスキン

(t=140 )

コンクリートスキン

(t=14 0)

コンクリートスキン

(t=1 40)

ボルト・ナット

(M12×40)

ボルト・ナット

(M12×40)

ストリップ

ストリップ

組立一般正面図 S= 1:5 0 組立一般断面図 S =1: 50 A - A断面 S =1: 20

C - C断面 S =1:2 0

組立一般図 S= Free

補強材取付詳細図 S=1: 10

B - B断面 S =1: 20

補強土壁工　詳細図（1）

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号図示

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/16 22

実施設計図面

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事
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h cは、笠コンクリート工前面高を示す。

2.

1 .

3 .

笠コンクリート高h c＜ 3 0 0の場合は無筋構造としてもよい。

目地材の設置位置は展開図を参照とする。

2

1

D 1 3

D 1 3

D 1 3
3

3
D 1 3

正面図 断面図

鉄筋加工図

差し筋　D 1 3

D 1 3
1

差し筋　D 1 3

2
D 1 3

注   記）

コンクリート

（σc k = 2 4 N / m m 2）

コンクリートスキン

（t = 2 0）

目地工

注  記）1.鉄筋の規格：S D 3 4 5

2
1
8

R = 3 9

（半円形フック）

R=3 9

（直角フック）

2
4
3

平面図

1
D 1 3 D 1 3

3

D 1 3×（h c + 3 4 8）D 1 3×（hc + 5 8 7） 21 3 D 1 3× L

( t = 1 4 0 )

基礎工

ストリップ

コンクリート

（L = 2 0 0）

差し筋  D 1 3

（σck = 1 8 N / m m 2）

差し筋  D 1 3

（ L = 2 0 0）

1
:
n

8 0 04 0 0B 3タイプ

B 2タイプ

B 1タイプ

30 0

2 0 0 4 0 0

6 0 0

ｈ ｂ1

寸法表 単位：m m

1 0 0 0B 4タイプ 50 0 4 3 0

ｂ2

2 3 0

1 3 0

3 3 0

切土部(岩)

段差部（打足しコンクリート）

異形スキン設置部は、スキン形状を考慮し、差し筋位置を適宜調整すること。

4.

3.

（展開図参照）を確認の上、設置すること。

1.

2.

基礎工上面は、金コテにて整形すること。

差し筋位置については、スキン1枚あたり2組（4本）を基本とし、壁面材寸法

注  記）

コーナー部の差し筋位置については、別途詳細図参照。

1.

ｈ＝Ｈ＋(t 1－ t 2）

段差部の基礎形状は、展開図の基礎タイプに準拠し、下式より決定すること。

尚、段差部の基礎幅は、ｔ2に合わせること。

B＝h×n＋10 0

注   記）

2. nは掘削勾配を示す。

3. 段差部（打足しコンクリート）とスキンの間隙には背面側に透水防砂材を設置すること。

コンクリートスキン

透水防砂材

( 4 . 0× 4 2 0 )

断面図正面図

（9 0）

1. （　）内寸法は、デザインスキン使用時の差し筋位置を示す。

2. 基礎構造寸法（b 1 , h）については、タイプ別に下表によるものとする。

注  記）

3. スキンは、基礎中央に設定することを原則とする。

(t = 1 4 0 )

（σck = 1 8 N / m m 2）

(布基礎)

補強土壁工　詳細図（2）

笠コンクリート工構造配筋一般図 S = 1 : 2 0 基礎工(布基礎)構造一般図 S = 1 : 2 0

基礎工(布基礎)段差部一般図 S = 1 : 5 0

鉄筋曲げ加工図(参考図) S = 1 : 5

補強土壁工　詳細図（2）

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号図示

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道3 1 9号

/17 22

実施設計図面

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事
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補強土壁工　詳細図（3）

（　）内の寸法は現地合わせとする。

L=750L =1500

AA

1. アンカーボルト（角ワッシャー含む）は、端部取付金具１本あたり２本設置する。

ストリップ

A部

1.注  記)

注  記)

端部取付工詳細図

端部取付金具（θ=α°）

（PL-b1×b2×3. 2×L）
(M 12×90)

アンカーボルト

コンクリートスキン

透水防砂材

(4.0×420)

コンクリートスキン

(6. 0×60×60)

角ワッシャー

アンカーボルト

(M12×90)

端部取付金具（θ=α°）

（PL-b 1×b2×3.2×L）

摘　要

15067 .5～82.4

b 1

（mm）

寸法表

60.0～67.4 2 00

9 0.1～140 .0 1 25

82 .5～90.0 1 25

（°）

角　度

210

2 60

2 35

（mm）

b2

2 15 1 30

b 3

（mm）

150

1 75

1 25

PL- 200×235×3.2×L

材料規格・寸法

（SS400）

PL- 150×215×3.2×L

PL- 125×210×3.2×L

PL- 125×260×3.2×L

P L-b1×b2×3.2×750

P L-b 1×b2×3.2×1500

（PL -b1×b2×3.2×L）

端部取付金具（θ=α°）

透水防砂材

(4. 0×42 0)

( t=1 40)

(t =14 0)

ストリップ

鉛直目地工

1. （）内の寸法は現地合わせとする。注記）

U形用蓋150（1種）

（210×35×600）

透水防砂材

(4.0×420)

コンクリートスキン

(t=14 0)

正面図 S= 1:5 0 目地工詳細図 S=1 :10

端部取付金具詳細図 S =1: 10A部詳細図 S =1: 3

A-A 断面 S =1: 10

補強土壁工　詳細図（3）

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号図示

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/18 22

実施設計図面

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事
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（L=2 00）

差し筋  D1 3

ストリップ

1
:
0
.
2

1
:
0
.
3

1
:
0
.
5

裏込砕石

コンクリートシール

水抜きパイプ

コンクリート

（σck= 18N /mm 2）

（t= 100）

（RC -40）

（VPφ65）

注　記）

基盤面が仮掘削の影響を受ける場合は、コンクリートによる埋戻しを行うこと。

差し筋の設置については、布基礎に準拠し、壁前面側に露出する場合は、撤去(切断)し、

重力式基礎工の裏込土材は設計条件を満足し、且つ極力排水性の高い材料を選定すること。

現地にて岩線の確認を行い、展開図に示す高さの組合せが変わる場合には、再度安定計算を行うこと。

施工時に、基盤面での地耐力を確認し、支持力不足の場合については、別途基礎処理を行うこと。

7.

3.

6.

5.

伸縮目地（t=10m m）は、10 .0ｍ以下もしくは、各ブロックごとに設けるものとする。

1.

2.

4.

重力式基礎工の水抜き孔（パイプVPφ65）については、2.0～3.0ｍ2に一箇所とし前面に排水できる

8.

モルタル整形にて腐食防止を行うこと。

他構造物との境界部には、伸縮目地を設けること。

高さに設置すること。

（L=2 00）

差し筋  D 13

ストリップ

1
:
0
.
2

1
:
0
.
3

1
:
0
.
5

裏込砕石

コンクリートシール

水抜きパイプ

コンクリート

（σck= 18N /mm 2）

（t= 100）

（RC -40）

（VPφ65）

（L= 200）

差し筋  D13

ストリップ
1
:
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.
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1
:
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.
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:
0
.
5

裏込砕石

コンクリートシール

水抜きパイプ

コンクリート

（σck=18 N/m m2）

（t=1 00）

（RC- 40）

（VPφ65）

補強土壁工　詳細図（4）

重力式基礎工詳細図 S= 1:50

補強土壁工　詳細図（4）

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号1:50

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/19

T Y P E . 3 T Y P E . 2 T Y P E . 1

22

実施設計図面

徳島県三好市山城町小川谷

Ｒ２三土　国道３１９号
　三・山城小川谷　道路改良工事
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ボックス部調整コンクリート工詳細図

1 .注  記） 調整コンクリートの天端高さは、展開図を参照し、既定の高さに合わせて適宜調整すること。

ストリップ　Ｌ+1.0ｍ

ストリップ　Ｌｍ

ストリップ　Ｌ+1.0ｍ

ストリップ　Ｌｍ

（
h
=
2
3
6
～

2
9
3
）

 2 .   構造物廻りの補強材の配置の際は、構造物との離隔を確保し、接触しないよう適宜調整すること。

 3.  構造物及び壁面周辺は、小型機械により入念に転圧すること。

 1.  補強材長については、展開図を参照の事。

注  記）

2. 調整コンクリートとBOX部の差し筋は延長0.2 5m毎に設置すること。

（
h
=
2
3
6
～

2
9
3
）

1 :
1 .
0

コンクリート

差し筋  D1 3

（σck=1 8N/ mm2）

（L=2 00）

差し筋  D 13

（L=200）

補強土壁工　詳細図（5）

横断管部ストリップ取付詳細図 S= 1:5 0 断面図 S =1: 20

補強土壁工　詳細図（5）

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺

会社名

事業者名

図面番号図示

徳島県西部総合県民局〈三好庁舎〉

一般国道319号

/20 22

実施設計図面

徳島県三好市山城町小川谷
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　三・山城小川谷　道路改良工事
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補強土壁工　排水工一般図
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ボックスカルバート

B3 0 0 0 - H 2 8 0 0　 L = 3 6 . 0 m

D L = 1 5 5 . 0 0 0

1 : 1 . 5

E L = 1 7 2 . 9 0 5

E L = 1 6 2 . 0 0 0

（ C - 4 0  t = 5 0 0）
壁面背面排水層

（t≧2. 0 m m）

基盤排水層

盛土材分離用シート

（C - 4 0）

（有孔管φ2 0 0　全周有孔）

16 7 . 2 5 0
1 6 6 . 5 0 0

1 6 5 . 7 5 0
1 6 5 . 0 0 0

1 6 4 . 2 5 0

1 6 2 . 7 5 0
1 6 2 . 0 0 0

1 6 2 . 7 5 0

1 6 5 . 0 0 0

1 6 3 . 5 0 0

1 6 6 . 5 0 0

1 6 8 . 0 0 0

1 6 9 . 5 0 0

E L = 1 7 0 . 1 9 4

E L = 1 7 0 . 1 9 4

E L = 1 7 3 . 1 5 8
E L = 1 7 3 . 1 5 8

E L = 1 7 3 . 1 6 2
E L = 1 7 3 . 1 7 0 E L = 1 7 3 . 1 6 0 E L = 1 7 3 . 1 3 1

E L = 1 7 3 . 1 4 0
E L = 1 7 3 . 0 9 8

E L = 1 6 8 . 5 5 9

E L = 1 7 1 . 3 7 0

E L = 1 7 3 . 0 7 8

E L = 1 7 3 . 0 6 5
E L = 1 7 3 . 0 0 2

E L = 1 7 3 . 0 2 1

E L = 1 7 3 . 0 3 1 E L = 1 7 2 . 9 5 4

E L = 1 7 2 . 9 0 5

E L = 1 7 2 . 8 4 0

E L = 1 7 2 . 8 3 3

E L = 1 7 2 . 8 5 8 E L = 1 7 2 . 8 5 4

E L = 1 7 2 . 8 7 0 E L = 1 7 2 . 8 9 1

E L = 1 7 2 . 8 8 4
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縦断管

（有孔管φ2 0 0　全周有孔）

フィルター材

（S- 3 0）

長繊維ポリエステル系不織布

吸出し防止材（t≧2 . 0 m m）

横断管

（有孔管φ2 0 0　 2 / 3周有孔）

（S- 3 0）

フィルター材

長繊維ポリエステル系不織布

吸出し防止材（t≧2 . 0 m m）

1 .吸出し防止材については、壁背面より敷設すること。

長繊維ポリエステル系不織布

吸出し防止材（t≧2 . 0 m m） 壁面背面排水層

（C - 4 0  t = 5 0 0）

（C - 4 0）

基盤排水層

注　記）

地下排水溝（横断管）

（有孔管φ2 0 0　 2 / 3周有孔）

(透水マット 5 0× 3 0 0 )

暗渠排水材（L = 8 . 5 m）

（透水マット 5 0× 3 0 0）

暗渠排水材

地下排水溝及び暗渠排水工の敷設位置については、施工時に現場状況及び地下水状況を確認の上、決定すること。 尚、特に著しい湧水等が見られる場合については、排水工（鉛直）間隔の再検討を行なうこと。

暗渠排水材の規格については砕石層（5 0 0× 5 0 0）と同等以上の排水能力を有するものとし、地下水及び湧水状況を確認の上決定すること。

1.

2.

　　　　は基盤排水層範囲を　　　　は地下排水溝設置位置　　　　　は暗渠排水材の位置を示す。

4.

注記）

3. 尚、設置区間は掘削面を基本とするが、現地状況に応じて適宜調整すること。（排水対策を要する区間に設置する。）

横断管吐出し口前面は、洗屈防止対策を行なうこと。

キャップ

キャップ

キャップ
キャップ

(透水マット 5 0× 3 0 0 )

暗渠排水材

地下排水溝（縦断管）
（有孔管φ2 0 0　全周有孔）

地下排水溝（横断管）

（有孔管φ2 0 0　 2 / 3周有孔）地下排水溝（横断管）

（有孔管φ2 0 0　 2 / 3周有孔）

T字管

(9 0°)

T字管

( 9 0° )

正面展開図 S = 1 : 2 0 0

平面図 S = 1 : 4 0 0 標準横断図 S = 1 : 2 0 0 吸出し防止材設置図 S = 1 : 5 0

地下排水溝詳細図 S = 1 : 2 0

補強土壁工　排水工一般図
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路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺
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補強土壁工正面展開図 S = 1 : 1 0 0

E L = 1 7 3 . 0 7 8

D L = 1 5 5 . 0 0 0

E L = 1 7 2 . 9 5 4E L = 1 7 3 . 0 6 5

E L = 1 7 3 . 0 0 2

E L = 1 7 3 . 0 2 1

E L = 1 7 3 . 0 3 1

E L = 1 7 2 . 8 5 4 E L = 1 7 2 . 8 7 0E L = 1 7 2 . 9 0 5

E L = 1 7 2 . 8 4 0

E L = 1 7 2 . 8 3 3

E L = 1 7 2 . 8 5 8

E L = 1 7 2 . 8 7 6E L = 1 7 2 . 8 9 1

E L = 1 7 2 . 8 8 4
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L= 8.0 m

L =7. 0m

L= 5.0 m L= 6.0 m L=5 .0m

L= 6.0mL=7 .0mL=8 .0mL= 9.0 m

L=4 .0m

L= 4.0 mL= 7.0 m

L= 4.0 m

L= 6.0m

L= 7.0m

L= 5.0m

L= 4.0m

Lは、設計計算により決定したストリップ長（実行長）を示す。

－印についてはストリップの設置位置を示す。

3.

注記）

2.

1.

○印のストリップは、ガセットプレートを使用しスキンに対して斜め方向（α= 6 0°）にストリップを取り付ける位置を示す。また、ストリップ長はL + 1 . 0ｍとする。
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アンカーボルト　M 1 2× 9 0　　N = 4

端部取金具（θ=9 0°）

P L - 1 2 5× 2 1 0× 3 . 2× 7 5 0　　　N= 1

P L - 1 2 5× 2 1 0×3 . 2×1 5 0 0　　 N = 1

アンカーボルト　M1 2× 9 0　　N= 4

端部取金具（θ= 9 0°）

PL - 1 2 5× 2 1 0× 3 . 2× 1 5 0 0　　 N = 2

埋戻しコンクリート

調整コンクリート工

4.0 0

補強土壁工正面展開図
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路線名等

工事箇所

図面名

縮　尺
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図面番号1:1 00
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